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№ 57 

【様式２】 

エントリー学校名： 
山梨県富士河口湖町立勝山小学校 

活動名：      誰もが居心地の良い学校 ～人間関係形成を意識した学級づくり～ 
解決すべき課題： 
・数年前から崩壊を起こす学級が複数あり、経営が安定しない。 
・特別な支援を必要とする児童が数多くいるが、それぞれに応じた適切な支援ができていない。 
・いじめ・不登校など心に課題を抱えている子どもが多いが、その対応に課題がある。 
・子どもの自己肯定感が低く、子ども同士が信頼感で結ばれていないため、トラブルの発生が多い。 
・教職員の異動が短期なため、校内研究で取り組んだ成果が持続しなかったり、学校としての伝統が受け継が
れなかったりする。 
・学校近くに保育園・中学校・児童館など関係機関があるが、連携体制がとれていない。 
目標・方針： 
・児童にとって居心地の良い学校･学級づくりに努めることで児童一人一人の意欲を喚起し，自尊感情を高
め、自信をもって自分を表現できる児童を育成する。 
・特別活動の指導方法を基盤として，児童に自己有用感や自己効力感を味わわせる。 
・集団づくりの基盤として，生活及び学習規律の徹底を図る。 
・特別な教育的支援の必要な児童のニーズを把握し、専門性の向上をめざしたり関係機関との連携を図ったり
することで特別支援教育の充実に努める。 
・「全児童を全教職員で指導する」協働指導体制を確立し，児童理解を基盤とした持続的できめ細かな指
導を行う。 
活動内容︓ 
１ 伝え合い、認め合い、学び合うことのできる学級づくり 
 R1 UD の視点を取り入れた授業づくり。R2 誰もが居心地の良い学校・学級集団を意識した授業づくり。 
２ 特別な支援を必要とする児童についてカルテを作成し、支援会議において対応を検討。 
３ よりよい勝山っ子を目指して、生活・学習規律について生徒指導部会で再検討し、重点化。 
４ 校内研究で特別活動における人間関係形成能力の育成を重点目標に設定し、各学年で取り組む。 
５ 児童館・保・小・中相互に連携し、児童生徒の生徒指導上の課題研究を行う。 
活動の成果： 
・ＵＤの３つの視点を意識することで，子どもたちにとって分かりやすい授業づくりを意識して行うことができた。 
・学級力アンケートを行い、学級の良さや問題点を児童・教師が共有化し問題解決に活かせた。 
・特別な支援を必要とする児童についてカルテを作成し、それを基に支援会議を行い、関係機関との連携を通
してきめ細かな指導を行うことで、自己肯定感を高めることができた。 
・現状に合った生活・学習規律を策定し、全校共通確認し指導することでルールを守ろうとする児童が増えた。 
・特別活動において人間関係形成能力に重点を置き、合意形成を基本に集団づくりを進めることができた。 
・児童館・保・小・中の連携を通して、学力・生活行動の情報交換を行い、一貫して指導していく基礎作りがで
きた。 

アピールポイント（アイディアや工夫）： 
・学校の重点課題を踏まえ、校内研究・生徒指導部会・特別支援教育部会それぞれが連携し、協働指導体
制を組んで課題解決に取り組んだところ。 
・学級力アンケートを行い、それをレーダーチャート化したことで学級の課題が見える化できたこと。 
・児童会が提案した「笑顔で One Team」が、児童・教職員に浸透し様々な活動が一体化できたこと。 
・児童館・保・小・中が連携したことで、児童生徒がより身近な存在になりお互いの交流が深まったこと。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
  

学級力アンケートを基にした各学級での取組 

7月学級力アンケート結果 

小中合同音楽会の様子 

全校読書の取組の様子 

勝山小学校特別支援教育 基本方針 
１ 特別支援学級在籍児童のみならず、通常学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童も対
象とする。 

２ 特別支援コーディネーターが中心となって、学校全体で推進していく。 
３ 従来の「校内支援委員会」（主に情報交換、研修の場）に加え、校内委員会を機能させ、主に保
護者や教育、福祉、保健、心理、医療等の関係機関（教育委員会、ふじざくら支援学校、子育て支
援課、SC,SSW等）と定期的に協議を行い、特別な支援を必要としている児童のニーズに応じた適切
な指導や必要な支援の方法等を定期的に見直し改善していく。 

生徒指導部会関係機関との連携 生活・学習規律指導重点 




